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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、下記を具備する：
　　宛て先におけるデータのパケットの受信を示す受領通知メッセージを受信すること；
　　対応する複数の送信されたデータのパケットに関係付けられた複数の前に受信された
受領通知メッセージの複数の遅延の統計的平均及び変動を決定すること、ここで、各遅延
は、データのパケットを送信することと受領通知を受信することとの間の時間間隔である
；
　　前記複数の遅延の統計的平均及び変動に基づいて遅延期間を決定すること；
　　第１のプロトコルレイヤから第２のプロトコルレイヤへ前記受信された受領通知メッ
セージを渡すことを前記決定された遅延期間だけ遅延させること。
【請求項２】
　前記第２のプロトコルレイヤは、ＴＣＰプロトコルレイヤである、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　データプロセシングユニットであって、下記を具備する：
　　宛て先におけるデータのパケットの受信を示す受領通知メッセージを受信するための
入力；
　　対応する複数の送信されたデータのパケットに関係付けられた複数の前に受信された
受領通知メッセージの複数の遅延の統計的平均及び変動を決定するため、ここで、各遅延
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は、データのパケットを送信することと受領通知を受信することとの間の時間間隔である
、及び前記複数の遅延の統計的平均及び変動に基づいて遅延期間を決定するための、プロ
セシングユニット；
　　第１のプロトコルレイヤから第２のプロトコルレイヤへ前記受信された受領通知メッ
セージを渡すことを前記決定された遅延期間だけ遅延させるためのデータ記憶ユニット。
【請求項４】
　前記第２のプロトコルレイヤは、ＴＣＰプロトコルレイヤである、請求項３に記載のデ
ータプロセシングユニット。
【請求項５】
　前記宛て先は、通信システムにおける移動局である、請求項３に記載のデータプロセシ
ングユニット。
【請求項６】
　方法であって、下記を具備する：
　　宛て先におけるデータのパケットの受信を示す暗号化された受領通知メッセージを受
信すること、ここで、前記暗号化された受領通知メッセージは、暗号化されたデータと統
合される；
　　対応する複数の送信されたデータのパケットに関係付けられた複数の前に受信された
受領通知メッセージの複数の遅延の統計的平均及び変動を決定すること、ここで、各遅延
は、データのパケットを送信することと受領通知を受信することとの間の時間間隔である
；
　　前記複数の遅延の統計的平均及び変動に基づいて遅延期間を決定すること；
　　第１のプロトコルレイヤから第２のプロトコルレイヤへ前記受信された暗号化された
受領通知メッセージ及び暗号化されたデータを渡すことを前記決定された遅延期間だけ遅
延させること。
【請求項７】
　前記第２のプロトコルレイヤは、ＴＣＰプロトコルレイヤである、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　データプロセシングユニットであって、下記を具備する：
　　宛て先におけるデータのパケットの受信を示す暗号化された受領通知メッセージを受
信するための入力、ここで、前記暗号化された受領通知メッセージは、暗号化されたデー
タと統合される；
　　対応する複数の送信されたデータのパケットに関係付けられた複数の前に受信された
受領通知メッセージの複数の遅延の統計的平均及び変動を決定するため、ここで、各遅延
は、データのパケットを送信することと受領通知を受信することとの間の時間間隔である
、及び前記複数の遅延の統計的平均及び変動に基づいて遅延期間を決定するための、プロ
セシングユニット；及び
　　第１のプロトコルレイヤから第２のプロトコルレイヤへ前記受信された暗号化された
受領通知メッセージ及び暗号化されたデータを渡すことを前記決定された遅延期間だけ遅
延させさせるためのデータ記憶ユニット。
【請求項９】
　前記第２のプロトコルレイヤは、ＴＣＰプロトコルレイヤである、請求項８に記載のデ
ータプロセシングユニット。
【請求項１０】
　前記宛て先は、通信システムにおける移動局である、請求項８に記載のデータプロセシ
ングユニット。
【請求項１１】
　データの通信のためのシステムであって、下記を具備する：
　　物理レイヤプロトコルを介してデータの無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）パケットを
通信するため及び宛て先におけるデータの送信制御プロトコル（ＴＣＰ）パケットの受信
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を示す受領通知メッセージを処理するための基地局、ここで、前記データのＴＣＰパケッ
トは、１若しくはそれより多い前記データのＲＬＰパケットを具備する；
　　下位のプロトコルレイヤからＴＣＰプロトコルレイヤへ前記受領通知メッセージを渡
すため、対応する複数の送信されたＴＣＰパケットに関係付けられた複数の受領通知メッ
セージの複数の遅延の統計的平均及び変動を決定するため、ここで、各遅延は、データの
ＴＣＰパケットを送信することと受領通知を受信することとの間の時間間隔である、前記
複数の遅延の統計的平均及び変動に基づいて遅延期間を決定するため、前記下位のプロト
コルレイヤから前記ＴＣＰプロトコルレイヤへ前記受信された受領通知メッセージを渡す
ことを前記決定された遅延期間だけ遅延させるために、前記基地局に接続されたプロセッ
サ；及び
　　宛て先へ前記データのＴＣＰパケットを配信するために前記基地局に通信的に接続さ
れたネットワーク。
【請求項１２】
　前記宛て先は、移動局である、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　データの通信のためのシステムであって、下記を具備する：
　　物理レイヤプロトコルを介してデータの無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）パケットを
通信するため及び宛て先におけるデータの送信制御プロトコル（ＴＣＰ）パケットの受信
を示す受領通知メッセージを処理するための基地局、ここで、前記データのＴＣＰパケッ
トは、１若しくはそれより多い前記データのＲＬＰパケットを具備し、そして暗号化され
た前記受領通知メッセージは、暗号化されたデータと統合される；
　　下位のプロトコルレイヤからＴＣＰプロトコルレイヤへ前記暗号化された受領通知メ
ッセージ及び暗号化されたデータを渡すため、対応する複数の送信されたデータのＴＣＰ
パケットに関係付けられた複数の前記受領通知メッセージの複数の遅延の統計的平均及び
変動を決定するため、ここで、各遅延は、データのＴＣＰパケットを送信することと受領
通知を受信することとの間の時間間隔である、前記複数の遅延の統計的平均及び変動に基
づいて遅延期間を決定するため、前記下位のプロトコルレイヤからＴＣＰプロトコルレイ
ヤへ前記受信され暗号化された受領通知メッセージを渡すことを前記決定された遅延期間
だけ遅延させるために、前記基地局に接続されたプロセッサ；及び
　　前記宛て先へ前記データのＴＣＰパケットを配信するために前記基地局に通信的に接
続されたネットワーク。
【請求項１４】
　前記宛て先は、移動局である、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　宛て先に複数のデータパケットを通信するレートを変更するように構成された装置であ
って、該装置は：
　　下位のプロトコルレイヤ及び上位のプロトコルレイヤを具備するプロトコルレイヤの
スタック、を具備する、ここで、前記下位のプロトコルレイヤは（ａ）前記上位のプロト
コルレイヤから前記宛て先へ向けてデータパケットを渡すように、及び（ｂ）前記上位の
プロトコルレイヤへ受領通知メッセージを渡すように構成され、前記受領通知メッセージ
は前記上位のプロトコルレイヤから前記データパケットを適正に受信した前記宛て先を示
す；
　　ここで、前記上位のプロトコルレイヤは（ａ）前の受領通知メッセージの複数の遅延
に基づいて前記データパケットを送信することと前記受領通知メッセージを受信すること
との間の予想される遅延を決定するように、及び（ｂ）前記受領通知メッセージが前記予
想された遅延の範囲内で受信されないのであれば、前記データパケットを送信するように
、構成される；
　　ここで、前記下位のプロトコルレイヤは、前記予想される遅延を制御する；
　　ここで、前記予想される遅延は、前記上位のプロトコルレイヤによって受信されてい
る受領通知メッセージの実際の複数の遅延の履歴に基づく、
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　前記装置は：
　　前記実際の遅延履歴の統計的な平均及び前記実際の遅延履歴の変動を使用して遅延期
間を決定するための手段、をさらに具備する、
　　ここで、前記下位のプロトコルレイヤは、前記上位のプロトコルレイヤへの前記受領
通知メッセージの伝播を前記決められた遅延期間だけ遅らせるように構成される。
【請求項１６】
　前記下位のプロトコルレイヤは、複数のプロトコルレイヤを具備する、請求項１５に記
載の装置。
【請求項１７】
　前記上位のプロトコルレイヤは、該上位のプロトコルレイヤによって受信された複数の
受領通知メッセージの実際の複数の遅延の履歴に基づいて前記予想される遅延を決定する
、ここで、前記上位のプロトコルレイヤは前記予想される遅延を決定するために前記実際
の複数の遅延の変動を使用するように構成される、ここで、前記下位のプロトコルレイヤ
は、前記実際の複数の遅延の変動を増加させることによって前記予想される遅延を制御す
る、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記上位のプロトコルレイヤデータパケットは、複数の下位のプロトコルレイヤデータ
パケットを具備する、ここで、前記下位のプロトコルレイヤは、前記宛て先への少なくと
も１つの前記下位のプロトコルレイヤデータパケットの伝播を遅延させる、請求項１５に
記載の装置。
【請求項１９】
　前記下位のプロトコルレイヤは、少なくとも１つの前記下位のプロトコルレイヤデータ
パケットの伝播をランダムに遅延させるように構成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記上位のプロトコルレイヤは、前記予想される遅延を算出するために前記実際の複数
の遅延の統計的な平均を使用するように構成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記下位のプロトコルレイヤは、前記上位のプロトコルレイヤへの前記受領通知メッセ
ージの伝播を遅延させる、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記データパケットは、複数のデータパケットを含む、
　ここで、前記下位のプロトコルレイヤは、前記上位のプロトコルレイヤへの前記受領通
知メッセージ及び少なくとも１つの前記データパケットの両者の伝播を遅延させるための
手段を具備する、及び
　ここで、前記下位のプロトコルレイヤは、前記上位のプロトコルレイヤへの前記受領通
知メッセージ及び少なくとも１つの前記データパケットの前記伝播を前記決められた遅延
期間だけ遅延させるように構成される、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記下位のプロトコルレイヤは、無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）レイヤであり、及び
前記上位のプロトコルレイヤは、送信制御プロトコル（ＴＣＰ）レイヤである、請求項１
５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に通信の分野に係り、特に、通信システムにおけるデータ通信に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムにおいて、ユーザによる不必要で過剰な送信は、システム能力を減少させ
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ることに加えて他のユーザに対する干渉を引き起こす可能性がある。不必要で過剰な送信
は、通信システムにおけるデータの非効率的なフローによって引き起こされる可能性があ
る。２つのエンドユーザ間で通信されたデータは、システムを通るデータの適切なフロー
を確実にするためにプロトコルのいくつかのレイヤを通過することができる。少なくとも
１の態様においてデータの適切な配信は、データの各パケット中のエラーに関してチェッ
クすること、及び許容できないエラーがデータのパケット中に検出されるのであれば、同
一のデータのパケットの再送信を要求するシステムを通して確実にされる。１つのプロト
コルレイヤから他のプロトコルレイヤへデータを渡すことは、一度にデータパケットのグ
ループに対して実施されることができる。１つのプロトコルレイヤから他のプロトコルレ
イヤへデータパケットのグループを渡すことは、下位のプロトコルレイヤにおいてグルー
プ中のデータの選択されたパケットの再送信に対するプロセスが完了するまで起こらない
可能性がある。その結果、１つのプロトコルレイヤでの再送信プロセスは、システム中の
異なるプロトコルレイヤ間のデータのフローを遅くする可能性がある。付け加えると、プ
ロトコルのより上位のレイヤは、グループ中のデータの全てのパケットの再送信を要求す
ることがあり、１つのプロトコルレイヤから他のプロトコルレイヤへのデータのフローが
遅くなっている若しくは立て続けに高速から低速へ変化している場合に、通信リソースの
極めて非効率な使用に帰結する。
【０００３】
　このために他と同様に、通信システムにおけるデータのフローを効率的に制御する方法
及び装置に関するニーズがある。
【発明の開示】
　［サマリー］
　種々のプロトコルレイヤにわたるデータの効率的な通信に関するシステム及び種々の方
法及び装置が、開示される。一般に、発明の種々の態様は、１つの通信プロトコルレイヤ
から他のレイヤへデータの受信の受領通知メッセージの遅延を効率的に制御することによ
って通信システムにおける通信リソースの効率的な使用を提供する。さらに、受領通知メ
ッセージ及びメッセージの遅延は、特に、暗号化された通信の場合に、ソースエンドから
宛て先エンドへのデータの効率的で首尾一貫したフローをもたらすように制御されること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００４】
　本発明の特徴、目的、及び利点は、図面を使用して以下に述べる詳細な説明から、さら
に明確になるであろう。図面では、一貫して対応するものは同じ参照符号で識別する。
【０００５】
　一般的に述べると、新奇で改善された方法及び装置は、１つの通信プロトコルレイヤか
ら他のレイヤへのデータの受信の受領通知メッセージの遅延を効率的に制御することによ
って通信システムにおける通信リソースの効率的な使用を提供する。さらに、受領通知メ
ッセージ及びメッセージの遅延は、ソースエンドから宛て先エンドへのデータの効率的で
首尾一貫したフローをもたらすように制御されることができる。特に、暗号化された通信
の場合には、受領通知メッセージ及びメッセージの両者の遅延が、制御されることができ
る。ここに説明された１若しくはそれより多いイグゼンプラリな実施形態は、ディジタル
ワイアレスデータ通信システムの関係において述べられる。この関係の中での使用は、有
利であるが、本発明の異なる実施形態は、異なる環境若しくは構成に組み込まれることが
できる。一般に、ここに説明された種々のシステムは、ソフトウェア制御されたプロセッ
サ、集積回路、若しくは個別ロジックを使用して形成されることができる。出願全体を通
して参照されることができる、データ、指示、命令、情報、信号、シンボル、及びチップ
は、電圧、電流、電磁波、磁場若しくは磁力粒子、光場若しくは光粒子、若しくはこれら
の任意の組み合わせによって有効に表わされる。さらに、各ブロック図に示されたブロッ
クは、ハードウェア若しくは方法のステップを表すことができる。
【０００６】
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　さらに具体的に、本発明の種々の実施形態は、コード分割多元アクセス（ＣＤＭＡ）技
術にしたがって動作するワイアレス通信システムにおいて組み込まれることができる。Ｃ
ＤＭＡ技術は、テレコミュニケーションズインダストリーアソシエーション（ＴＩＡ：Te
lecommunications Industry Association）及び他の標準組織によって発行された種々の
標準に開示され、説明されてきている。そのような標準は、ＴＩＡ／ＥＩＡ－９５標準、
ＴＩＡ／ＥＩＡ－ＩＳ－２０００標準、ＩＭＴ－２０００標準、ＵＭＴＳ及びＷＣＤＭＡ
標準を含み、全て引用文献としてここに組み込まれている。データの通信に関するシステ
ムは、“ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－８５６ｃｄｍａ２０００高レートパケットデータエアー
インターフェース仕様”にも詳細に述べられており、ここに引用文献として組み込まれて
いる。標準のコピーは、ワールドワイドウェブのアドレス：http ://www.3gpp2.orgにア
クセスすることによって、若しくはＴＩＡ，標準及び技術部、（TIA, Standards and Tec
hnology Department, 2500 Wilson Boulevard, Arlington, VA, United States of Ameri
ca）に手紙を書くことによって得られることができる。ここに引用文献として組み込まれ
た、ＵＭＴＳ標準として一般に認識された標準は、３ＧＰＰサポートオフィス、（3GPP S
upport Office, 650 Route des Lucioles-Sophia Antipolis, Valbonne-France）にコン
タクトすることによって得られることができる。
【０００７】
　図１は、通信システム１００の一般的なブロック図を示し、いずれかのコード分割多元
アクセス（ＣＤＭＡ）通信システム標準にしたがって動作することが可能であり、一方で
本発明の種々の実施形態を組み込むことができる。通信システム１００は、音声、データ
若しくは両者の通信のためである可能性がある。一般に、通信システム１００は、複数の
移動局間、例えば移動局１０２－１０４、及び移動局１０２－１０４と公衆スイッチ電話
及びデータネットワーク１０５との間の通信リンクを与える基地局１０１を含む。図１の
移動局は、本発明の主な範囲及び種々の利点から逸脱することなく、データアクセスター
ミナル（ＡＴ）として呼ばれることができ、基地局は、データアクセスネットワーク（Ａ
Ｎ）として呼ばれることができる。基地局１０１は、基地局コントロ－ラ及び基地局トラ
ンシーバシステムのような、複数の構成要素を含むことができる。単純にするために、そ
のような構成要素は、図示されない。基地局１０１は、他の基地局、例えば、基地局１６
０、と通信することができる。移動スイッチングセンタ（図示せず）は、通信システム１
００及びネットワーク１０５と基地局１０１及び１６０との間のバックホール１９９に関
係する種々の動作態様を制御することができる。
【０００８】
　基地局１０１は、基地局１０１から送信された順方向リンク信号を介して交信地域内に
ある各移動局と通信する。移動局１０２－１０４に向けられた順方向リンク信号は、順方
向リンク信号１０６を形成するためにまとめられことができる。順方向リンク信号１０６
を受信する移動局１０２－１０４のそれぞれは、自身のユーザに向けられている情報を抽
出するために順方向リンク信号１０６をデコードする。基地局１６０も、基地局１６０か
ら送信された順方向リンク信号を介して交信地域内にある移動局と通信することができる
。移動局１０２－１０４は、対応する逆方向リンクを介して基地局１０１及び１６０と通
信する。各逆方向リンクは、それぞれ移動局１０２－１０４に対する逆方向リンク信号１
０７－１０９のような、逆方向リンク信号によって維持される。逆方向リンク信号１０７
－１０９は、１つの基地局に向けられることができるが、他の基地局において受信される
ことができる。
【０００９】
　基地局１０１及び１６０は、共通の移動局と同時に通信することができる。例えば、移
動局１０２は、基地局１０１及び１６０の近隣にある可能性があり、これは、基地局１０
１及び１６０の両者と通信を維持できる。順方向リンクにおいて、基地局１０１は、順方
向リンク信号１０６上で送信し、基地局１６０は、順方向リンク信号１６１上で送信する
。逆方向リンクにおいて、移動局１０２は、基地局１０１及び１６０の両者によって受信
されるように逆方向リンク信号１０７上で送信する。移動局１０２へデータのパケットを
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送信することのために、基地局１０１及び１６０の１つが、移動局１０２へデータのパケ
ットを送信するために選択されることができる。逆方向リンクにおいて、基地局１０１及
び１６０の両者は、移動局１０２からのトラフィックデータ送信をデコードしようと試み
ることができる。逆方向及び順方向リンクのデータレート及び出力レベルは、基地局と移
動局との間のチャネル状態にしたがって維持されることができる。逆方向リンクチャネル
状態は、順方向リンクチャネル状態と同様でない可能性がある。逆方向リンク及び順方向
リンクのデータレート及び出力レベルは、異なる可能性がある。この分野における通常の
知識を有する者は、ある時間の期間に通信されるデータの量が、通信データレートにした
がって変化することを理解することができる。受信機は、同じ時間の期間の間に低データ
レートよりも高いデータレートでより多くのデータを受信することができる。さらに、ユ
ーザ間の通信のレートも、変化する可能性がある。受信機は、同じ時間の期間の間に通信
の低いレートよりも通信の高いレートでより多くのデータを受信することができる。
【００１０】
　図２は、本発明の種々の態様にしたがって動作しながら、受信したＣＤＭＡ信号を処理
し、復調するために使用される受信機２００のブロック図を示す。受信機２００は、逆方
向及び順方向リンク信号の情報をデコーディングするために使用されることができる。受
信された（Ｒｘ）サンプルは、ＲＡＭ２０４中に記憶される。受信サンプルは、高周波数
／中間周波数（ＲＦ／ＩＦ）システム２９０及びアンテナシステム２９２により発生され
る。ＲＦ／ＩＦシステム２９０及びアンテナシステム２９２は、受信ダイバーシティ利得
の利点を生かすために、複数の信号を受信するため及び受信された信号のＲＦ／ＩＦプロ
セシングをするための１若しくはそれより多いコンポーネントを含むことができる。異な
る伝播経路を経由して伝播した複数の受信された信号は、共通ソースを形成することがで
きる。アンテナシステム２９２は、ＲＦ信号を受信し、ＲＦ／ＩＦシステム２９０へＲＦ
信号を渡す。ＲＦ／ＩＦシステム２９０は、いずれかの従来型のＲＦ／ＩＦ受信機である
可能性がある。受信されたＲＦ信号は、フィルタされ、ダウンコンバートされ、そしてデ
ィジタイズされて、ベースバンド周波数でＲＸサンプルを形成する。サンプルは、デマル
チプレクサ（ｄｅｍｕｘ）２０２へ供給される。ｄｅｍｕｘ２０２の出力は、サーチャユ
ニット２０６及びフィンガエレメント２０８へ供給される。制御ユニット２１０は、そこ
に接続される。コンバイナ２１２は、フィンガエレメント２０８へデコーダ２１４を接続
する。制御ユニット２１０は、ソフトウェアによって制御されたマイクロプロセッサであ
る可能性があり、同じ集積回路若しくは別々の集積回路に置かれることができる。デコー
ダ２１４のデコーディング機能は、ターボデコーダ若しくは任意の他の適切なデコーディ
ングアルゴリズムにしたがうことができる。
【００１１】
　動作の間に、受信されたサンプルは、ｄｅｍｕｘ２０２へ供給される。ｄｅｍｕｘ２０
２は、サンプルをサーチャユニット２０６及びフィンガエレメント２０８へ供給する。制
御ユニット２１０は、サーチャユニット２０６からの検索結果に基づいて異なる時間オフ
セットで受信された信号の復調及びデスプレッディングを実施するために、フィンガエレ
メント２０８を構成する。復調の結果は、統合され、デコーダ２１４へ渡される。デコー
ダ２１４は、データをデコードし、デコードされたデータを出力する。チャネルのデスプ
レッディングは、ＰＮシーケンスの共役複素数及び単一タイミング仮定で割り当てられた
ウォルシュ関数を用いて受信されたサンプルを掛け算することによって、及びしばしば統
合及びダンプアキュミュレータ回路（図示せず）を用いて、結果のサンプルをディジタル
的にフィルタすることによって、実施される。そのような技術は、この分野で一般に知ら
れている。受信機２００は、移動局から受信された逆方向リンク信号をプロセシングする
ために基地局１０１及び１６０の受信機部分で、及び受信された順方向リンク信号のプロ
セシングのために任意の移動局の受信機部分で使用されることができる。
【００１２】
　図３は、逆方向及び順方向リンク信号を送信するための送信機３００のブロック図を示
す。送信のためのチャネルデータは、変調のためにモジュレータ３０１へ入力される。変
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調は、ＱＡＭ，ＰＳＫ若しくはＢＰＳＫのような一般に知られたいずれかの変調技術にし
たがうことができる。データは、モジュレータ３０１のデータレートでエンコードされる
。データレートは、データレート及び出力レベルセレクタ３０３によって選択されること
ができる。データレート選択は、受信宛て先から受信されたフィードバック情報に基づく
ことができる。受信宛て先は、移動局若しくは基地局であることができる。フィードバッ
ク情報は、最大の認められたデータレートを含むことができる。最大の認められたデータ
レートは、種々の一般に知られたアルゴリズムにしたがって決定されることができる。最
大の認められたデータレートは、他の考慮された因子の中で、極めて頻繁にチャネル状態
に基づく。チャネル状態は、時間によって変化する可能性がある。その結果、選択された
データレートも、したがって時間によって変化する可能性がある。チャネル状態が、全く
好ましくないのであれば、送信は、好ましいレベルにチャネル状態が変化するまで行われ
ないことがある。その結果、レート通信は、チャネル状態に依存することがある。それゆ
え、１つのタイムピリオド当たりの通信されたデータの量は、チャネル状態に依存するこ
とがある。
【００１３】
　データレート及び出力レベルセレクタ３０３は、したがって、モジュレータ３０１中の
データレートを選択する。モジュレータ３０１の出力は、信号拡散操作を通過して、アン
テナ３０４からの送信のためにブロック３０２で増幅される。データレート及び出力レベ
ルセレクタ３０３も、フィードバック情報にしたがって送信された信号の増幅レベルに対
する出力レベルを選択する。選択されたデータレート及び出力レベルの組み合わせは、受
信宛て先において送信されたデータの適切なデコーディングを可能にする。パイロット信
号も、ブロック３０７において発生される。パイロット信号は、ブロック３０７において
適切なレベルへ増幅される。パイロット信号出力レベルは、受信宛て先におけるチャネル
状態にしたがうことができる。パイロット信号は、コンバイナ３０８においてチャネル信
号と統合されることができる。統合された信号は、増幅器３０９において増幅され、アン
テナ３０４へ送信されることができる。アンテナ３０４は、アンテナアレイを含む任意の
数の組み合わせ及び多元入力多元出力構成であることがある。
【００１４】
　図４は、宛て先との通信リンクを維持するために受信機２００及び送信機３００を組み
込むためのトランシーバシステム４００の一般的な図を示す。トランシーバ４００は、移
動局若しくは基地局に組み込まれることができる。プロセッサ４０１は、受信機２００及
び送信機３００に接続される可能性があり、受信された及び送信されたデータを処理する
ことができる。受信機２００及び送信機３００が別々に示されるとしても、受信機２００
及び送信機３００の種々の態様は、共通であることができる。１つの態様では、受信機２
００及び送信機３００は、共通ローカルオシレータ及びＲＦ／ＩＦ受信及び送信のための
共通アンテナシステムを共有することができる。送信機３００は、入力４０５において送
信のためのデータを受信する。送信データプロセシングブロック４０３は、送信チャネル
上での送信のためにデータを準備する。受信されたデータは、デコーダ２１４においてデ
コードされた後で、プロセッサ４０１の入力４０４において受信される。受信されたデー
タは、プロセッサ４０１中の受信データプロセシングブロック４０２において処理される
。プロセッサ４０１の種々のオペレーションは、１個若しくは複数のプロセシングユニッ
ト中に統合されることができる。トランシーバ４００は、他の装置に接続されることがで
きる。トランシーバ４００は、装置の統合された部分であることがある。その装置は、コ
ンピュータである若しくはコンピュータと同様に動作することができる。装置は、インタ
ーネットのような、データネットワークに接続されることができる。基地局中にトランシ
ーバ４００を組み込んでいる場合には、いくつかの接続を経由して基地局は、インターネ
ットのような、ネットワークに接続されることができる。
【００１５】
　受信されたデータのプロセシングは、受信されたデータのパケット中のエラーをチェッ
クすることを一般に含む。例えば、受信されたデータのパケットが、許容できないレベル
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のエラーを有するのであれば、受信データプロセシングブロック４０２は、データのパケ
ットの再送信に関する要求をするために送信データプロセシングブロック４０３へ指示を
送る。要求は、送信チャネルにおいて送信される。受信データ記憶ユニット４８０は、受
信されたデータのパケットを記憶するために利用されることができる。受信されたデータ
のパケットは、データのパケットのグループを形成するために集められることができる。
受信されたデータのパケットのグループは、２つのエンドポイントの間の通信を維持する
ための一部として、上位若しくは下位の他の１の通信プロトコルレイヤへ渡されることが
できる。この分野において通常の知識を有する者は、ある時間の期間において通信された
データの量が、通信データレート及び通信のレートにしたがって変化することを、認識す
ることができる。受信機は、低データレート若しくは通信の低レートより多くのデータを
高データレート若しくは通信の高レートで受信することができる。下位のプロトコルレイ
ヤにおける通信データレート若しくは通信のレートを知らないで、より上位レベルのプロ
トコルは、データを送った後で受領通知メッセージを受信する間の予想される遅延を決定
することができる。予想される遅延は、前の受領通知メッセージの受信の遅延の履歴に基
づくことができる。下位のプロトコルレイヤにおけるデータレート及び通信のレートが、
異なることがあるので、受領通知メッセージに関する遅延は、低データレート及び低通信
のレートよりも高データレート及び高通信のレートにおいてより小さい遅延で到着するこ
とがある。上位レイヤプロトコルは、高データレート通信若しくは高通信のレートの間に
予想される遅延を決定することができる。通信データレート若しくは通信のレートが、よ
り低いレートへ変化するのであれば、受領通知メッセージは、予想される遅延時間内に到
着しないことがある。受領通知メッセージが予想される遅延時間内に到着しない場合に、
送信者中の上位のプロトコルレイヤは、データパケットのスプリアス（spurious）再送信
を開始することができる、一方で、データパケットのオリジナルコピーは、既に受信され
ているあるいは受信機への途中である。上位のプロトコルレイヤにおけるデータパケット
は、下位レイヤプロトコルのいくつかの小さなデータパケットからなる。そのようにして
、下位レイヤプロトコルが、上位レイヤプロトコルのセグメントの１つを再生しようとし
ている間に、上位レイヤプロトコルは、（予想される遅延時間に基づいて）期間切れにな
る可能性があり、そして全体の上位レイヤパケットを再送信することができることが、可
能である。これは、通信リソースの非効率的な使用に帰結する。本発明の種々の態様にし
たがって、上位レベルプロトコルレイヤに対する受領通知メッセージを受信することの遅
延は、上位レイヤプロトコルにより見られる遅延の変動（遅延は、ここでは上位レイヤパ
ケットを送ることと受領通知が受信される時間との間の時間インターバルを指す）を増加
させるために、上位レイヤへのパケットの配信を遅延させることによって制御されること
ができる。上位レイヤプロトコルは、再送信の時間切れ値の計算のために遅延の平均値及
び変動の両者を使用すると仮定すると、このスキームは、上位レイヤによるスプリアス再
送信を防止できる。
【００１６】
　２つのエンドポイント間のデータのフローは、いくつかのプロトコルレイヤを介して制
御されることができる。プロトコルレイヤ５００のイグゼンプラリなスタックは、２つの
エンドポイント間のデータのフローを制御するために図５に示される。例えば、１つのエ
ンドポイントは、ネットワーク１０５を経由してインターネットに接続されたソースであ
ることができる。他のエンドポイントは、移動局に接続された若しくは移動局中に統合さ
れたコンピュータのようなデータプロセシングユニットであることができる。プロトコル
レイヤ５００は、いくつかの他のレイヤを有することができる、若しくは各レイヤは、い
くつかのサブレイヤを有することができる。プロトコルレイヤの詳細なスタックは、単純
化のために示されない。プロトコルレイヤ５００のスタックは、１つのエンドポイントか
ら他へのデータ接続におけるデータのフローにしたがうことができる。最上位のレイヤに
おいて、ＴＣＰレイヤ５０１は、ＴＣＰパケット５０６を制御する。ＴＣＰパケット５０
６は、より大きなデータファイルから発生されることができる。データファイルは、いく
つかのＴＣＰパケット５０６に区切られることができる。データファイルは、テキストメ
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ッセージデータ、ビデオデータ、画像データ若しくは音声データを含むことができる。Ｔ
ＣＰパケット５０６のサイズは、異なる時間において異なる可能性がある。インターネッ
トプロトコル（ＩＰ）レイヤ５０２において、ヘッダが、ＴＣＰパケット５０６に追加さ
れて、データパケット５０７を生成する。ヘッダは、適切なアプリケーションへデータの
パケットの適切な転送のためにポート番号を識別することができる。ポイント－ツーポイ
ントプロトコル（ＰＰＰ）レイヤ５０３において、ＰＰＰヘッダ及びトレーラデータが、
データパケット５０７に追加されて、データパケット５０８を生成する。ＰＰＰデータは
、ソース接続ポイントから宛て先接続ポイントへデータのパケットの適切な転送のために
ポイント－ツーポイント接続アドレスを識別することができる。ＰＰＰレイヤ５０３は、
異なるポートに接続されたＴＣＰレイヤプロトコル５０１へデータを渡すことができる。
各ポートは、ＴＣＰファイルのソースである可能性がある。ポートアイデンティファイア
は、ＴＣＰレイヤ５０１へのパケットの転送を識別する。無線リンクプロトコル（ＲＬＰ
）レイヤ５０４は、データパケットの再送信及び複製に関するメカニズムを提供する。Ｒ
ＬＰレイヤ５０４において、データパケット５０８は、複数のＲＬＰパケット５０９Ａ－
Ｎに分割される。ＲＬＰパケット５０９Ａ－Ｎのそれぞれは、独立して処理され、そして
シーケンス番号を割り当てられる。シーケンス番号は、ＲＬＰパケット５０９Ａ－Ｎの間
でデータのＲＬＰパケットを認識するためにデータの各ＲＬＰパケット中のデータに追加
される。１若しくはそれより多いＲＬＰパケット５０９Ａ－Ｎは、データの物理レイヤパ
ケット５１０中に置かれる。データのパケット５１０のペイロードのサイズは、時間とと
もに変化することができる。物理レイヤ５０５は、チャネル構造、周波数、パワー出力、
及びデータパケット５１０に対する変調仕様を制御する。データパケット５１０は、宛て
先へ送信される。データパケット５１０のサイズは、チャネル状態及び選択された通信デ
ータレートに基づいて時間毎に異なる可能性がある。
【００１７】
　受信する宛て先で、データパケット５１０は、受信されそして処理される。受信された
パケット５１０は、ＲＬＰレイヤ５０４上に渡される。ＲＬＰレイヤ５０４は、受信され
たデータのパケットからＲＬＰパケット５０９Ａ－Ｎを再構築しようとする。プロトコル
の上位レイヤによって見られるパケットエラーレートを減少させるために、ＲＬＰレイヤ
５０４は、紛失したＲＬＰパケットに対する再送信を要求することによって、自動再送信
要求（ＡＲＱ）メカニズムを実行する。ＲＬＰプロトコルは、パケット５０９Ａ－Ｎを再
アセンブルして、完全なパケット５０８を形成する。プロセスは、全てのＲＬＰパケット
５０９Ａ－Ｎを完全に受信するために、ある程度時間がかかることがある。データパケッ
ト５１０の複数の送信が、ＲＬＰパケット５０９Ａ－Ｎ全体を完全に送るために要求され
ることができる。データのＲＬＰパケットが、シーケンス順でなく受信される場合に、Ｒ
ＬＰレイヤ５０４は、送信宛て先へ否定的な受領通知（ＮＡＫ）メッセージを送る。応答
して、送信宛て先は、紛失したＲＬＰデータパケットを再送信する。
【００１８】
　トランシーバ４００における受信されたデータのプロセシングは、受信されたデータの
パケット中のエラーをチェックすることを一般に含む。例えば、受信されたデータのパケ
ットが許容できないレベルのエラーを有するのであれば、受信データプロセシングブロッ
ク４０２は、データのパケットの再送信に関する要求をするために送信データプロセシン
グブロック４０３へ指示を送る。要求は、送信チャネル上で送信される。受信データ記憶
ユニット４８０は、正確に受信されたデータのパケットを記憶するために利用されること
ができる。正確に受信されたデータのパケットは、データのパケットのグループを形成す
るために集められることができる。受信されたデータのパケットのグループは、上位の若
しくは下位の他の通信プロトコルレイヤへ渡されることができる。
【００１９】
　図６を参照して、メッセージフロー６００は、物理レイヤ５０５におけるイグゼンプラ
リなデータのフローを与えるために示される。例えば、シーケンス番号“０１”から“０
７”を有するＲＬＰパケットは、ソースから宛て先へ送られる。ソース及び宛て先は、そ
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れぞれ、基地局及び移動局若しくは移動局及び基地局のいずれかであることができる。手
短に、通信システム７００は、図７に示される。これは、本発明の種々の態様にしたがっ
て動作しながら、ソースと宛て先との間のデータのワイアレス通信が可能である。基地局
７０１及び移動局７０４は、ワイアレス通信リンク７９９を有することができる。ウェブ
ブラウザ７０５は、複数のＴＣＰレイヤポート７０６Ａ－Ｎに接続するために移動局７０
４中に組み込まれることができる。各ＴＣＰポートは、ある種のタイプのデータ若しくは
サービスを提供することができる。同様に、ネットワーク７０２は、基地局７０１へ接続
されることができる。ネットワーク７０２は、おそらくある種のタイプのデータ若しくは
サービスを提供するために、複数のＴＣＰレイヤポート７０３Ａ－Ｎへ接続されることが
できる。それゆえ、ＰＰＰレイヤ５０３を通って上位へ若しくは下位へ渡されたデータは
、異なるポートで異なるＴＣＰレイヤに対するデータを含むことができる。
【００２０】
　ＲＬＰレイヤ５０４において、ＲＬＰパケット５０９Ａ－Ｎは、パケット５０８を完成
させるために累積される。一旦、全てのＲＬＰパケットが受信されると、ＲＬＰパケット
５０９Ａ－Ｎは、上位レベルへ渡される。１若しくはそれより多いＲＬＰパケットは、共
通ペイロードに統合される可能性があり、１個のデータパケット５１０上へ送られる。イ
グゼンプラリなメッセージフロー６００では、ＲＬＰパケット“０３”として認識された
ＲＬＰパケットは、例えば、宛て先へ到達しない。不具合は、ソースと宛て先との間の無
線リンクの中断を含む多くの因子に起因することがある。宛て先がＲＬＰパケット“０４
”を受信した後で、ＲＬＰレイヤ５０４は、ＲＬＰパケットのシーケンス順外れの受信を
検出する。ＲＬＰレイヤ５０４は、ＲＬＰパケット“０３”が通信中に紛失したとして認
識するＮＡＫメッセージを送る。同時にＲＬＰレイヤ５０４は、タイマを開始する。タイ
マは、ＮＡＫメッセージを送った後の時間の経過量を計数する。紛失したＲＬＰパケット
“０３”を受信する前に、例えば、５００ｍｓｅｃ後に、タイマが終了するならば、宛て
先ＲＬＰ５０４は、紛失したパケットの再送信が失敗したとみなす可能性があり、そして
宛て先ＲＬＰは、次の紛失したＲＬＰパケットまでのシーケンス順に受信されたＲＬＰパ
ケットを上位レイヤへ配信することができる。これ以外に紛失したＲＬＰパケットがなけ
れば、ＲＬＰは、全ての受信されたシーケンス順のパケットを配信することができる。そ
のような場合には、システムは、上位レイヤのプロトコルレイヤによって維持された同様
のＡＲＱメカニズムをあてにする。ソースは、ＲＬＰパケットの再送信の回数を１回だけ
に制限することができる。それゆえ、そのような状況では、ソースは、宛て先において受
信されることなしに、紛失したＲＬＰパケット“０３”を再送信してしまうことがあるの
で、もう１つのＮＡＫメッセージを送ることは、役立たない可能性がある。一旦、紛失し
たＲＬＰパケット“０３”が受信されると、タイマは、終了する。正確に受信されたデー
タのパケットは、記憶ユニット４８０中に集められる可能性があり、データのパケットの
グループを形成する。
【００２１】
　ＴＣＰレイヤ５０１も、同様の再送信プロセスを有する。受信宛て先におけるＴＣＰレ
イヤ５０１が、ある時間の間宛て先におけるＴＣＰパケット５０６の適切な受信の予想さ
れた受領通知メッセージを受信しないのであれば、送信ソースにおけるＴＣＰレイヤ５０
１は、ＴＣＰパケットを再送信する。ＴＣＰレイヤ５０１は、宛て先においてパケットの
適切な受信を指示する受領通知メッセージを受信するための遅延期間を決定する。受領通
知メッセージが予想される遅延内に到着しないならば、ＴＣＰパケットは再送信される。
ＴＣＰレイヤ５０１は、多数の異なる装置及びネットワークに接続されることができる。
ＴＣＰレイヤ５０１は、過去の良好な送信に基づいて遅延期間を決定する。本発明の種々
の態様にしたがって、下位のプロトコルレイヤは、ＴＣＰレイヤにより見られる遅延の変
動を増加させるために、下位レイヤパケットのいくつかの伝播をランダムに遅延させるこ
とができる。ＴＣＰが、（再送信のために使用する）タイムアウト値の決定において遅延
の変動を使用するので、変動の増加は、タイムアウト値の増加を生じさせ、それゆえ、大
部分のスプリアスＴＣＰ再送信を防止する。ＲＬＰレイヤ及び物理レイヤにおける通信は
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、しばらくの間高データレート若しくは通信の高レートを超える可能性があり、立て続け
に低データレート若しくは通信の低レートに落ちる可能性がある。受領通知メッセージの
ＴＣＰが予想した遅延は、通信の変化に対して十分でない可能性がある。その結果、予想
される遅延は、高データレート若しくは通信の高レートに対応することができる。データ
レートが低くなる若しくは通信のレートが減少される場合には、受領通知メッセージは、
予想される遅延期間内にＴＣＰレイヤ５０１に届かない可能性がある。ＴＣＰレイヤが下
位のプロトコルレイヤにおける通信の状態に関して何の情報も持たないので、ＴＣＰレイ
ヤは、ＴＣＰデータパケットの再送信を要求する可能性があり、通信リソースの非効率的
な使用に帰着する。本発明の種々の態様にしたがって、ＴＣＰ受領通知メッセージの遅延
は、ＴＣＰ受領通知メッセージ通信の遅延の安定したレートを、ＴＣＰレイヤが経験する
ことを可能にするために制御される。それゆえ、ＴＣＰレイヤ５０１は、上位レベルプロ
トコルにおける通信の安定したフローと矛盾のない予想される遅延期間を決定することが
できる。下位のプロトコルレイヤにおける通信のレート若しくはデータレートが、おそら
く、立て続けに、時間とともに変化する可能性があったとしても、ＴＣＰレイヤ５０１に
おいてＴＣＰ受領通知メッセージを受信するための予想される遅延は、比較して、安定に
維持する。
【００２２】
　図８を参照して、通信システム１００のような通信システムにおいて、ＴＣＰ受領通知
メッセージを遅延させるためのフローチャートは、本発明の種々の態様にしたがって示さ
れる。ステップ８０１において、ＴＣＰパケットの適切な受信に対する受領通知メッセー
ジが、受信される。そのようなＴＣＰ受領通知メッセージは、ＲＬＰプロトコルレイヤ５
０４若しくはＰＰＰレイヤ５０３において受信されることができる。受信機２００は、Ｔ
ＣＰ受領通知メッセージを処理することができる。制御システム２１０若しくはプロセッ
サ４０１は、メッセージがＴＣＰ受領通知メッセージであることを決定することができる
。種々の方法が、受信されたメッセージがＴＣＰ受領通知メッセージであることを決定す
るために可能である。例えば、受信されたＴＣＰ受領通知メッセージは、固有の認識ヘッ
ダを搬送することができる。制御システム２１０若しくはプロセッサ４０１は、ステップ
８０２において、前に受信されたＴＣＰ受領通知メッセージの遅延の統計的な平均及び変
動の決定に基づいて遅延期間を決定することができる。ステップ８０３において、制御シ
ステム２１０若しくはプロセッサ４０１は、ＴＣＰレイヤ５０１へ受信されたＴＣＰ受領
通知メッセージを渡すことを決定された遅延期間だけ遅延させることができる。その結果
、ＴＣＰレイヤ５０１は、制御された統計的な遅延の平均及び変動内でＴＣＰ受領通知メ
ッセージを受信することができる。そのようにして、ＴＣＰレイヤ５０１は、システム通
信パラメータ中の種々の変化に一致し、しかも独立している予想される遅延を決定するこ
とができる。受領通知メッセージが決定された予想される遅延内に受信されないのであれ
ば、ＴＣＰ再送信は、行われることができる。予想される遅延は、下位レベルにおける通
信のレート若しくはデータレートの種々の変化に無関係になる。ＴＣＰレイヤ５０１によ
って決定された予想される遅延は、それゆえ、下位レベルプロトコルにおいて制御される
。
【００２３】
　通信システム１００の種々のコンポーネントは、プロトコルレイヤ５００のスタックの
種々の態様を制御することができる。ＲＬＰレイヤ５０４及び物理レイヤ５０５は、受信
及び送信プロセシングユニット４０２及び４０３のオペレーションを通してプロセッサ４
０１によって制御されることができる。それゆえ、プロセッサ４０１若しくは制御システ
ム２１０は、ＴＣＰレイヤ５０１における動作を制御できる可能性があり、通信のレート
若しくは通信のデータレートが、立て続けに高レートから低レートに変化する場合に、Ｔ
ＣＰレイヤ５０１がＴＣＰパケット５０６の再送信に関する要求を行うことを防止する。
受領通知メッセージのＴＣＰ予想される遅延は、低い通信のレート及び低い通信のデータ
レートの間にメッセージを受信するために必要な期間より短い可能性がある。プロセッサ
４０１及び制御システム２１０は、ＴＣＰレイヤ５０１によって決定された予想される遅
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延が、下位のプロトコルレイヤにおける変化に無関係になるような方法で、ＴＣＰ受領通
知メッセージの遅延を制御する。それゆえ、本発明の種々の態様にしたがって、正しく受
信されたＴＣＰ受領通知メッセージは、上位の通信プロトコルレイヤへ上げられる前に、
ある時間の期間の間記憶ユニット４８０中にメッセージを記憶することによって下位のプ
ロトコルレイヤにおいて制御された量だけ遅延されることがある。
【００２４】
　図９を参照して、ＴＣＰ受領通知メッセージを遅延させるための制御システム９００の
ブロック図が、本発明の種々の態様にしたがって示される。ブロック９０１において、制
御システム２１０若しくはプロセッサ４０１は、前に受信されたＴＣＰ受領通知メッセー
ジの遅延の統計的な変動を決定することができる。ブロック９０２において、遅延期間は
、決定された遅延の統計的な変動及び統計的な平均に基づいて発生される。ブロック９０
３において、受信されたＴＣＰ受領通知メッセージは、発生された遅延期間だけ遅延され
る。メッセージを遅延させるプロセスは、メッセージが上位のプロトコルレイヤへ上げら
れる前に、遅延期間の間メモリユニット４８０中にメッセージを記憶することを経由する
ことができる。
【００２５】
　２つのエンドユーザ間の通信は、暗号化されることがある。物理プロトコルレイヤ５０
５、ＲＬＰレイヤ５０４及びＰＰＰレイヤ５０３は、どちらの受信されたデータパケット
がＴＣＰ受領通知メッセージを含むかを区別する能力を持たない可能性がある。ＴＣＰ受
領通知メッセージ及び他のデータは、暗号化されることがある。図１０を参照して、本発
明の種々の態様にしたがって、ステップ１０１０－１２は、ＴＣＰ受領通知メッセージ中
に遅延を生成するために実施されることができる。ステップ１０１０において、暗号化さ
れたＴＣＰ受領通知メッセージ及び暗号化されたデータが、受信される。ステップ１０１
１において、遅延期間は、前に受信されたＴＣＰ受領通知メッセージの遅延の統計的な変
動及び統計的な平均に基づいて決定される。ステップ１０１２において、暗号化されたＴ
ＣＰ受領通知メッセージ及び暗号化されたデータは、決定された遅延期間に対応する時間
の期間の間遅延される。その結果、ＴＣＰレイヤ５０１は、追加された遅延に基づいてＴ
ＣＰ受領通知メッセージの予想される遅延を決定することができる。
【００２６】
　図１１を参照して、暗号化されたＴＣＰ受領通知メッセージを遅延させるための制御シ
ステム１１００のブロック図が、本発明の種々の実施形態にしたがって示される。ブロッ
ク１１１０において、制御システム２１０若しくはプロセッサ４０１は、前に受信された
ＴＣＰ受領通知メッセージの遅延の統計的な変動を決定することができる。ブロック１１
１１において、遅延期間は、決定された遅延の統計的な変動及び統計的な平均に基づいて
発生される。ブロック１１１２において、受信された暗号化されたＴＣＰ受領通知メッセ
ージ及び受信された暗号化されたデータは、発生された遅延期間だけ遅延される。暗号化
されたＴＣＰ受領通知メッセージ及び暗号化されたデータを遅延させるプロセスは、暗号
化されたＴＣＰ受領通知メッセージ及び暗号化されたデータが上位のプロトコルレイヤに
上げられる前に、遅延期間の間メモリユニット４８０中に全ての受信されたデータを記憶
させることによることである得る。プロセッサ４０１が、ＴＣＰレイヤ５０１におけるプ
ロセスを介して直接に制御しなくても、本発明の種々のステップを取り込むことによって
、ＴＣＰパケット５０６の不必要な再送信は、回避されることができる。
【００２７】
　ここに開示された実施形態に関連して説明された、各種の解説的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、及びアルゴリズムのステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、若しくは両者の組み合わせとして実施できることを、この分野に知識のある者は
、さらに価値を認めるはずである。ハードウェア及びソフトウェアのこの互換性をはっき
りと説明するために、各種の解説的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、及
びステップが、機能性の面から一般的にこれまでに説明されてきた。そのような機能性が
、ハードウェア若しくはソフトウェアとして実行されるか否かは、固有のアプリケーショ



(14) JP 4303197 B2 2009.7.29

10

20

30

40

50

ン及びシステム全体に課せられた設計の制約に依存する。熟練した技術者は、述べられた
機能性を各々の固有のアプリケーションに対して違ったやり方で実行することができる。
しかし、そのような実行の決定は、本発明の範囲から離れては説明されない。
【００２８】
　ここに開示された実施形態に関連して述べられた、各種の解説的な論理ブロック、モジ
ュール、及び回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、アプリ
ケーションスペシフィック集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（ＦＰＧＡ）若しくは他のプログラマブルロジックデバイス、ディスクリートゲート若
しくはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェアコンポーネント、若しくはこ
こに説明された機能を実行するために設計されたこれらの任意の組み合わせで、実行若し
くは実施されることができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサである可能性があ
り、しかし代案では、プロセッサは、いずれかの従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、若しくはステートマシン(state machine)であることができる。プロ
セッサは、演算装置の組み合わせとして実行されることができる。例えば、ＤＳＰとマイ
クロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合した１若し
くはそれより多いマイクロプロセッサ、若しくはいずれかの他のそのような構成であるこ
とができる。
【００２９】
　ここに開示された実施形態に関連して述べられた方法若しくはアルゴリズムのステップ
は、ハードウェアにおいて、プロセッサにより実行されるソフトウェアモジュールにおい
て、若しくは、両者の組み合わせにおいて直接実現されることができる。ソフトウェアモ
ジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥ
ＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能なディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、
若しくは、この分野で知られている他のいかなる記憶メディアの中に存在できる。あるイ
グゼンプラリな記憶メディアは、プロセッサと接続され、その結果、プロセッサは、記憶
メディアから情報を読み出し、そこに情報を書き込める。代案では、記憶メディアは、プ
ロセッサに集積できる。プロセッサ及び記憶メディアは、ＡＳＩＣ中に存在できる。ＡＳ
ＩＣは、ユーザターミナル中に存在できる。代案では、プロセッサ及び記憶メディアは、
ユーザターミナル中に単体コンポーネントとして存在できる。
【００３０】
　好ましい実施形態のこれまでの説明は、この技術分野に知識のあるいかなる者でも、本
発明を作成し、使用することを可能にする。これらの実施形態の各種の変形は、この技術
分野に知識のある者に、容易に実現されるであろう。そして、ここで規定された一般的な
原理は、本発明の発明的な能力を使用しないで、他の実施形態にも適用できる。それゆえ
、本発明は、ここに示された実施形態に制限することを意図したものではなく、ここに開
示した原理及び新規な特性と整合する広い範囲に適用されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、本発明の種々の実施形態にしたがって動作することが可能な通信システ
ムを図示する。
【図２】図２は、本発明の種々の態様にしたがって動作する一方で、受信し、受信したデ
ータのパケットをデコーディングするための通信システム受信機を図示する。
【図３】図３は、本発明の種々の態様にしたがって動作する一方で、データパケットを送
信するための通信システム発信機を図示する。
【図４】図４は、本発明の種々の実施形態にしたがって動作することが可能なトランシー
バシステムを図示する。
【図５】図５は、通信システムにおけるデータのフローを制御するためのプロトコルレイ
ヤのスタックを図示する。
【図６】図６は、データの紛失したパケットの再送信に関するプロセスを図示する。
【図７】図７は、本発明の種々の態様にしたがって動作することが可能であり、ソースエ



(15) JP 4303197 B2 2009.7.29

10

ンドと宛て先エンドとの間のデータの通信に関するワイアレス通信システムを図示する。
【図８】図８は、本発明の種々の態様にしたがって通信システム中でデータパケットのフ
ローを制御するための種々のステップを図示する。
【図９】図９は、本発明の種々の態様にしたがってソースエンドと宛て先エンドとの間の
データパケットのフローを制御するためのシステムを図示する。
【図１０】図１０は、本発明の種々の態様にしたがって通信システムにおいて暗号化され
たデータパケットのフローを制御するための種々のステップを図示する、及び
【図１１】図１１は、本発明の種々の態様にしたがってソースと宛て先との間の暗号化さ
れたデータパケットのフローを制御するためのシステムを図示する。
【符号の説明】
【００３２】
　１００…通信システム，２００…受信機，３００…送信機，４００…トランシーバシス
テム，４０１…プロセッサ，５００…プロトコルレイヤ，５０９…ＲＬＰパケット，５１
０…物理レイヤパケット，６００…メッセージフロー，７００…通信システム。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】



(18) JP 4303197 B2 2009.7.29

【図１１】



(19) JP 4303197 B2 2009.7.29

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  ベンダー、ポール・イー
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２２、サン・ディエゴ、エンジェル・アベニュー　２
            ８７９
(72)発明者  ブラック、ピーター・ジェイ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１０３、サン・ディエゴ、ファースト・アベニュー　２
            ９６１
(72)発明者  グロブ、マシュー・エス
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２０３７、ラ・ジョラ、ルエット・モンテ・カルロ　８５
            ７５
(72)発明者  レザイーファー、ラミン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１３１、サン・ディエゴ、カミニト・アルカダ　１０８
            ９６

    審査官  吉田　隆之

(56)参考文献  特開２００１－３６５８６（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２１６８１１（ＪＰ，Ａ）
              特表２００２－５２１９６０（ＪＰ，Ａ）
              特表２００３－５０７９３４（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第０１／１３５８７（ＷＯ，Ａ１）
              信学技報 IN2000-43
              RFC 2988

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04L 12
              H04L 29


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

